
区議会第2回定例会号

総額113億円超、ベンチ１台400万円…、住民合意なし
玉川上水旧水路緑道再整備工事契約を強行

物価高騰から、くらしを守る対策を提案

物価高騰緊急対策を提案
貯め込んでいる1,441億円で…

61万8,105円
（前年比 7万5,491円値上げ）

年収400万円の40代夫婦と学齢期の子ども２人の世帯

区 議 会
第2回定例会
特　集

　渋谷区は、総額113億円もの玉川上水旧水路緑
道再整備事業の最初の工事となる笹塚緑道と大山
緑道の一部工事の契約を区議会に提案、自民、笑
顔、公明などの多数で強行しました。日本共産党
区議団は、総額113億円もの巨費を住民合意もな
く強行することは許されないと反対しました。

　渋谷区では、65歳以上の全世帯で値上げ。住民税本人非課税は、年間1,400円～1,900円の
引き上げ。これらの値上げは１億2,000万円で中止できます。
●足立区は保険料引き下げ
　足立区ではパブリックコメントで９割が値上げ反対だったことから引き下げを決断。昭島市も
引き下げました。都内では６自治体が据え置いています。

展示されているテラゾ材ベンチと園路舗装材などで47億円にも

●低所得者への給付金支給
●中小業者への光熱費支援金支給
●紙の商品券の発行
●若者・子育て世帯の家賃補助実施

４月24日のササハタハツ会議での
発言は、すべてが疑問や反対でした

住民無視は
許されない

•今のままの緑道で、樹木の適切な管理を求める
•農園はつくらないで
•巨額の税金投入は許されない
•区が直接管理運営して

・ベンチ15台 6,240万円
・トイレ全部で 6億3千万円
・園路舗装材(テラゾ) 17万円／㎡

（一般の10倍以上）

（予算上）

介護保険料の引き下げを介護保険料の引き下げを

　渋谷区が今年度から敬老祝い金の支給対象を62％も削減した
ことに、怒りの声が広がっています。
　あるシニアの会の総会では、敬老祝い金の復活を求める声に拍
手が…。

協会けんぽの 2.3倍の負担

 苦情・問い合わ
せ

　　　2,630件

国保料の引き下げを国保料の引き下げを
日本共産党区議団の 提案
子どもの保険料（均等割）
1人 65,600円を無料に！

　立川市は、未就学児の均等割りを無料にし
ています。渋谷区でも実施を。

日本共産党区議団の 提案
住民税本人非課税（全体の46％）
保険料の引き下げを！
（1,400円から1,900円）

敬老祝い金の復活を敬老祝い金の復活を 1億5,000万円で可能

1億2,000万円で可能

1億3,600万円で可能

生活苦しい６割
（国民生活基礎

調査）

区民から悲鳴

大山緑道整備図笹塚緑道整備図

ベンチ４台 テラゾ材を使う園路
（赤色の部分）



能登半島地震災害ボランティアに参加
現地の声を聴き被災者支援、渋谷区の防災対策に生かす

　日本共産党区議団は、５月14日～16日まで、能登半島地震災害ボランティアに
参加しました。
　輪島市門前町の仮設住宅・約100軒を１軒１軒訪問し、お米や水、食料、衛生用
品などをお届けしながら、困りごとや要望などをお聞きしました。
　また石川県民主医療機関連合会（石川県民医連）や金沢民主商工会からも、被災
の状況や教訓をお聞きしました。

●仮設住宅で要望など
・自宅は全壊。公費解体の申請をしているが、いつ解体されるかもわからない。
・生まれ育った地域で住み続けるために、住宅再建や公営住宅建設など、地域のコ
ミュニティを生かした再建の支援を。

●石川県民医連
・被災直後の避難所は雑魚寝やマイカー避難など劣悪な状態。ホテルなど２次避難
（域外避難）で、能登の人口の７割が域外に避難し、支援や復興にひずみがでて
いる。

●金沢民主商工会
・住まいの確保、店舗の再建も人口が減る中で見通しが立たない。漁業者の多く
が、港を使えず、再開しても和倉温泉は全滅で、販路を絶たれている。 仮設住宅での支援活動

活動拠点の災害支援センター

渋谷区地域防災計画の
抜本的改定を

●家屋の倒壊による死者ゼロへ、耐震補強工事費助成の増額を
●区の責任で、要援護者全員に、実効性のある個別避難計画の作成を。
●日常的に、社会福祉協議会やNPOなど支援体制のネットワーク構築を

本町区民施設・スポーツ施設は、利用者負担大幅増に
本町学園第二グラウンド跡地の

渋谷駅北側自由通路への税金投入を52億円に増額
区議会に報告なし

　本町学園第二グラウンド跡地に整備されて
いる本町区民施設とスポーツ施設の運営内容
が、条例として区議会に提案されました。
　これまで住民が無料で利用できたスポーツ
施設は原則有料になります。
　党区議団は、指定管理者による管理運営で
は、区民の声が届かなくなる。利用者負担が
大幅に増えるとして、反対しました。

　東急やJRなどがすすめる渋谷駅の再開発
のなかで、渋谷駅街区北側自由通路への税金
投入額が、当初の40億円から52億円に、12
億円も増額していることが明らかになりまし
た。しかも２年間も区議会に報告せずに、事
業者言いなりに税金投入額を増やすことは大
問題です。

本町区民施設アリーナ・スタジオ・グラウンド・庭球場の使用料
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施設の種別

渋谷駅街区北側自由通路への税金投入の増額

当初計画
（2010年）

区の負担
20億円

国の負担
20億円 事業者負担

総事業費 
67億7,000万円

税金投入 12億円増
2022年2月
変更

区の負担
26億円

国の負担
26億円 事業者負担

総事業費 
87億5,000万円


